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研究成果の概要（和文）：本研究では、認知症高齢者を対象に音楽による進行抑制作用の機序と、健常高齢者を
対象に音楽による認知症予防の機序を、脳画像と神経心理検査のデータから示し、そこで構築したデータベース
に基づいた音楽療法プログラムを作成することが目的であった。本研究費によって行なった健常高齢者や認知症
高齢者を対象した研究では、介入前の認知機能や脳容積がどのように保たれているかが重要なファクターである
ことがわかってきた。また音楽療法のプログラムに関しては、残存機能によって遂行できるプログラムであるこ
とが重要なファクターであることがわかってきた。

研究成果の概要（英文）：This study will use brain imaging and neuropsychological test data to 
demonstrate the mechanisms of music-induced inhibition of progression of dementia in participants 
with dementia and the mechanisms of music-induced prevention of dementia in healthy older people, 
and will develop a music therapy programme based on the established database. Studies of healthy 
older people and people with dementia funded by this research grant showed that the maintenance of 
cognitive function and brain volume prior to intervention is an important factor. It found that an 
important factor in music therapy programmes is that the programmes can be delivered with residual 
function.

研究分野：認知症医療学

キーワード： 認知症　音楽療法　神経心理検査　脳イメージング

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は、認知症高齢者の増加に伴い、音楽療法の効果を科学的に明らかにすることであった。既
存の症例報告には多くの症状改善例があるが、その機序は不明であった。本研究では、脳画像と神経心理検査の
データを使用して、音楽が進行抑制作用や認知症予防にどのような影響を与えるかを示すことを目指した。ま
た、音楽療法プログラムの構築も重要な目標であった。健常高齢者や認知症高齢者を対象とした研究から、介入
前の認知機能や脳容積が重要な要素であることが分かってきた。これらの知見は、認知症の予防や治療において
基礎となる情報を提供し、現代社会においてますます増える認知症高齢者のケアに役立つと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 認知症患者とその前段階である軽度認知障害の高齢者は 800 万人を超え、10 年後には 65 歳
以上の 3 人に 1 人が認知症患者とその予備軍となる。音楽は妄想や興奮状態など、認知症の心
理症状の緩和に対する非薬物療法として、老人ホームやデイサービスなどで頻繁に使用されて
いる。症状改善に関する症例報告は多数発表されているが、その機序はほとんどわかっておらず、
医学的に妥当な方法を用いて音楽の有効性を明らかにすることは、根本治療薬がなく患者数が
激増している現代社会において急務となっている。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、認知症患者を対象に音楽による進行抑制作用の機序と、健常高齢者を対象に音楽
による認知症予防の機序を、脳画像と神経心理検査のデータから示し、そこで構築したデータベ
ースに基づいた音楽療法プログラムを作成する。 
 
３．研究の方法 
 認知症患者と健常高齢者を対象に音楽療法を施行し、脳画像撮像、神経心理検査を実施し、経
時的変化を検討する。 
 
４．研究成果 
 本研究費によって行なった健常高齢者や認知症患者を対象した研究では、介入前の認知機能
や脳容積がどのように保たれているかが重要なファクターであることがわかってきた。また音
楽療法のプログラムに関しては、残存機能によって遂行できるプログラムであることが重要な
ファクターであることがわかってきた。具体的には、認知機能については Mini-Mental State 
Examination (MMSE)、レーブン色彩マトリシス検査（RCPM）、論理的記憶の即時/遅延再生（LM-
Ⅰ/Ⅱ）、語想起（動物名、語頭音）、Trail-Making Test（TMT）A/B、立方体模写、脳容積につい
ては脳 MRI の T1 強調画像を用いることで残存機能を測り、そこから対象者が遂行可能な音楽療
法プログラムを作成することが重要であることが示唆された。 
 運動は多くの観察研究により、認知症や Alzheimer 型認知症の発症率の低下と関連すると報
告されている。定期的な運動は、高齢者の認知症の予防、あるいは高齢者の認知機能の低下を抑
制すると多くの観察研究において示されており、積極的に推奨されている（日本神経学会, 2017）。
さらに、運動に認知機能訓練の組み合わせることでさらに効果が見られることが示されている
(Fabre et al., 2002; Oswald et al., 2006; Shatil, 2013)。 
 Tabei et al. (2017)の対象は地域在住の健常高齢者 207 名であった。運動教室への参加を希
望した 166 名を二群（音楽体操群、体操群）に分けた。また 41名は介入をしないコントロール
群とした。プロのインストラクターの指導のもと、週１回各１時間の運動を 1年間行った。 
 介入として音楽体操には、音楽伴奏のついた体操を用いた。体操には、運動の内容は音楽体操
と同一だが、音楽伴奏の代わりに太鼓によるビートのみを鳴らしたものを用いた。音楽体操群と
体操群は介入前後に、コントロール群は 1年間隔で 2回、神経心理検査と脳 MRI 検査を行った。 
 神経心理検査として MMSE、RCPM、RBMT、語想起、TMT-A/B、立方体模写を実施した。 
 脳 MRI 検査として 1.5T の T1 強調画像を撮像した。得られたデータから SPM12 を用いて脳形
態計測を行った。 
 すべての検査が実施できた音楽体操群 51名、体操群 61名、コントロール群 32 名を解析の対
象とした。神経心理検査では、音楽体操群の視空間認知機能がコントロール群に比し有意に改善
した。脳形態計測では、音楽体操群の前頭葉と聴覚野、体操群の前頭葉の容積が介入前に比し介
入後に増加した (FWE p < 0.05)。音楽体操群と体操群の前頭葉と海馬の容積がコントロール群
に比し維持・増加した。有酸素運動により海馬の容積が増加することが示されているが(Erickson 
et al., 2011)、音楽伴奏が付くことで海馬だけでなく前頭葉の容積が維持・増加することがわ
かった。音楽体操群 > 体操群 > コントロール群の順に前頭葉容積の維持・増加が見られたこ
とから、音楽体操は、健常高齢者の認知機能の改善とともに、前頭葉容積を維持・増加させるこ
とが明らかとなった。 
 Tabei et al. (2017)は、認知症の予防および進行抑制に対する有酸素運動の効果を示してき
た。さらに認知訓練と組み合わせた運動が、運動のみよりも認知機能に効果をもたらすことを示
してきた。これまでに、音楽に合わせた体操（音楽体操）が、体操のみよりも健常高齢者の視空
間認知に効果をもたらし、広範な脳形態変化をもたらすことを示した。 
 非薬物療法の効果の予測因子に焦点を当てた研究はほとんどない。予測因子が明らかとなる
ことで、介入の影響を弱める因子を考慮し、より標的化された非薬物療法を提供することが可能
になるかもしれない。実際、患者背景および重症度などの臨床情報が、非薬物療法の効果に影響
することを先行研究は示してきた。しかし、非薬物療法の効果に影響を及ぼす神経心理学的因子
ならびにその神経基盤はわかっていない。さらに、先行研究はランダム化比較試験によって異な
る非薬物療法を比較していない。 



 健常高齢者に対する体操の効果の予測因子を明らかにするために、神経心理検査と脳形態計
測により介入前の認知機能と脳容積を調べた。地域在住の健常高齢者を、音楽と運動を組み合わ
せたエクササイズを行う群（音楽体操群）と、運動のみを行う群（体操群）に分け、1年間介入
を行った。解析対象者は、1年間の介入に 75%以上参加できた健常高齢者 112 名（女性 101 名、
音楽体操 51 名、体操 61 名、平均年齢 71.4±4.4 歳、 MMSE 27.7±2.1）であった。1年後の MMSE
の成績から改善・維持群 99 名（音楽体操 47名、体操 52 名、MMSE +1.3±1.8）と非改善群 13名
（音楽体操 4 名、体操 9 名、MMSE -2.8±1.1）に分けた。介入前の改善・維持群と非改善群の
MMSE は差がなかった（p = 0.30）。介入前の改善群の認知機能は、語の流暢性と図形の模写の成
績が非改善群に比し良かった。多変量解析の結果、介入前の改善・維持群と非改善群に有意な影
響を与える独立変数は語の流暢性であった（p = 0.026）。介入前の改善群の脳容積は、左下前頭
回と左上前頭回内側面が非改善群に比し大きかった。音楽体操群もしくは体操群のみの解析で
は、介入前の改善・維持群と非改善群の認知機能と脳容積に有意差を求めることはできなかった。
非薬物療法である体操の介入の効果の予測因子として、前頭葉機能と前頭葉容積が重要である
ことが示唆された。 
 Tabei et al. (2018)では、軽度から中等度の認知症患者に対する非薬物療法の効果の予測因
子を明らかにするために、介入前の認知機能と脳容積を調べた。 
 対象者は、三重県御浜町または紀宝町に在住で、介護サービスを利用している軽度から中等度
の認知症患者であった。対象者は抗認知症薬の治療を受けていたが、介入期間中の変更はなかっ
た。対象者を無作為に分けて音楽体操もしくは脳トレの介入（週 1回、40分、6ヶ月間）を行っ
た。音楽体操では、対象者はポップス調でテンポが変わる音楽に合わせて、椅子に座って腕や腰
を曲げ伸ばししたり、足踏みしたりするなどした。脳トレでは、対象者は携帯型ゲーム機やドリ
ルを使用して簡単な計算、迷路、画像の誤り問題などを行った。神経心理検査では、知的機能
（Mini-Mental State Examination (MMSE)、レーブン色彩マトリシス検査 (RCPM)）、記憶（論理
的記憶の即時/遅延再生 (LM-I/-II)）、前頭葉機能（語想起 (動物名、語頭音)、Trail-Making 
Test (TMT)）、視空間認知（立方体模写）、日常生活動作（Functional Independence Measure (FIM)）
を評価した。脳 MRI 検査では、1.5T の T1 強調画像を撮像した。得られたデータから MATLAB と
Statistical Parametric Mapping 12 を用いて脳形態計測 (Voxel-based morphometry)を行っ
た。 
 解析対象者は、音楽体操もしくは脳トレの介入に 75%以上参加し、神経心理検査と MRI 撮像を
介入前後ともに実施できた認知症患者 46 名（音楽体操 25名、脳トレ 21 名）であった。先行研
究に従い 6ヶ月後の MMSE の成績から改善群 18名（音楽体操 11 名、脳トレ 7名、AD17 名、VaD1
名、MMSE +3.8±1.6）と非改善群 28名（音楽体操 14名、脳トレ 14 名、AD22 名、VaD6 名、MMSE 
-1.5±2.1）に分けた。介入前の改善群と非改善群の MMSE は有意差がなかった。介入前の非改善
群の認知機能は、音楽体操では記憶、脳トレでは知的機能と日常生活動作の認知項目が、改善群
に比し有意に成績が悪かった。介入前の非改善群の脳容積は、音楽体操では前帯状皮質、脳トレ
では左中前頭回が、改善群に比し小さかった。 
 結果が示した認知機能の違いは、各介入を実施するために必要な認知資源の違いを反映して
いるのかもしれない。参加者は音楽体操では運動パターンを覚えておく記憶が必要であり、脳ト
レでは計算や迷路の遂行や画像の誤りの検索する全般的な知的機能が必要である。また、結果が
示した脳領域は、各介入を実行するために重要な役割を担っていることを先行研究が示してい
る。研究は、より進行した認知機能低下および広範な皮質萎縮を伴う軽度から中程度の認知症患
者は、非薬物療法後の認知機能の改善を示す可能性が低いことを示す一方、介入前の認知機能と
脳容積の評価から効果的な非薬物療法の種類を選択することができる可能性を示した。  
 世界的な認知症の増加と、根本治療薬がない現状において、非薬物療法は非常に重要である。
運動をはじめとして、効果が示された非薬物療法もここ数年で数多く発表されてきた。患者背景
をふまえて投薬するように、非薬物療法もただ闇雲に実施するだけではなく、患者背景を考慮し
て実施する必要がある。そうすることで、認知症における非薬物療法のさらなる効果を得られる
可能性を本研究は示唆した。これらの知見は、認知症の予防や治療において 基礎となる情報を
提供し、現代社会においてますます増える認知症患者のケアに役立つと考えられる。 
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